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下山口分団優勝（左：大西真弘団長）

第28回西宮市消防団消防操法大会開催

火点標的を倒す下山口分団

広告

発　行
山口地域コミュニテイ

編　集
宮っ子山口版
編集委員会

　
第
28
回
西
宮
市
消
防

団
消
防
操
法
大
会
が
3

月
9
日
、
9
時
か
ら
甲

子
園
浜
に
あ
る
西
宮
市

消
防
訓
練
施
設
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
山
口
地
区

代
表
の
下
山
口
分
団
が

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　
下
山
口
分
団
チ
ー
ム

を
構
成
す
る
5
人
は
、

指
揮
者
・
角
谷
健
二
朗

さ
ん
、
１
番
員
・
古
賀

宏
昭
さ
ん
、
２
番
員
・

作
田
昌
俊
さ
ん
、
３
番

員
・
松
本
大
典
さ
ん
、

４
番
員
・
下
野
晋
平
さ

ん
で
す
。

　
操
法
大
会
は
、
消
防

団
員
全
員
が
入
場
し
、

前
年
度
の
優
勝
チ
ー
ム

か
ら
優
勝
旗
が
返
還
さ

れ
、
消
防
団
長
の
訓
示
、

西
宮
市
長
の
激
励
あ
い

さ
つ
の
後
、
6
チ
ー
ム

で
操
法
を
競
い
ま
す
。

関
連
団
体

　会
長
名

【
山
口
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会
】

　
会
　
長
　
太
田
　
寿
長

　
副
会
長
　
井
田
　
佳
樹

　
会
　
計
　
梶
　
　
秦
享

【
山
口
町
自
治
会
連
合
会
】

　
会
　
長
　
太
田
　
寿
長

　
副
会
長
　
梶
　
　
秦
享

　
会
　
計
　
山
﨑
　
行
俊

【
名
　
来
】	

会
長
　
辻
　
英
一
郎

【
下
山
口
】	

会
長
　
太
田
　
寿
長

【
上
山
口
】	

会
長
　
梶
　
　
秦
享

【
中
　
野
】	

会
長
　
山
﨑
　
行
俊

【
金
仙
寺
】	

会
長
　
籔
　
　
武
司

【
船
　
坂
】	

会
長
　
山
﨑
　
辰
治

【
北
六
甲
台
】	

会
長
　
義よ

し
間ま

恵
里
子

【
す
み
れ
台
】	

会
長
　
井
田
　
佳
樹

【
上
山
口
東
】	

会
長
　
盛
田
　
幸
恵

【
香
花
園
】	

会
長
　
小
形
　
克
浩

【
中
野
奥
畑
】	

会
長
　
木
山
　
義
典

【
新
中
野
】	

会
長
　
落
合
　
　
正

【
連
合
老
人
会
】

　
会
　
長
　
兼
信
　
正
法

【
連
合
福
寿
会
】

　
会
　
長
　
国
田
　
順
三

　
参
加
し
た
消
防
分
団
は
各
地
区

代
表
の
6
分
団
で
す
。
出
場
順
に

鳴
尾
地
区
が
鳴
尾
中
分
団
、
本
庁

南
地
区
が
用
海
分
団
、
本
庁
北
地

区
が
大
社
分
団
、
山
口
地
区
が
下

山
口
分
団
、
瓦
木
地
区
が
上
甲
子

園
分
団
、
甲
東
地
区
が
段
上
分
団

で
す
。

　
消
防
操
法
は
、
火
災
消
火
を
想

定
し
た
基
本
操
作
の
訓
練
で
す
。

消
防
訓
練
に
お
け
る
基
本
的
な
器

具
操
作
や
動
作
の
方
法
を
定
め
、

北
六
甲
台
地
区

　
　
編 

集 

長	

西
口
　
育
宏

下
山
口
地
区

　
　
副
編
集
長	

下
平
尾
守
裕

山
口
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会

　
　
監
　
　
査	

本
田
　
　
智

名
来
地
区	

秦
野
美
保
子

船
坂
地
区	

野
口
　
　
進

山
口
町
徳
風
会	

坂
本
　
幸
隆

山
口
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

	

長
谷
川
寛
治

北
六
甲
台
小
学
校
P
T
A

	

森
畑
　
な
み

山
口
中
学
校
P
T
A

	

塩
見
　
聖
子

消
火
設
備
装
置
の
正
確
運
用
と
敏

速
な
動
作
を
習
得
す
る
た
め
の
訓

練
で
す
。

　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
で
水
利
水

槽
か
ら
吸
水
す
る
と
と
も
に
、ホ
ー

ス
を
3
本
伸
ば
し
て
放
水
し
、
火

点
標
的
を
倒
す
ま
で
の
タ
イ
ム
と

ホ
ー
ス
や
筒
先
な
ど
の
器
具
の
取

り
扱
い
に
よ
り
優
劣
を
競
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ス
の
第
1
線
が
火
点
標
的

を
倒
す
時
間
の
基
準
が
55
秒
、
第

2
線
の
延
長
消
火
の
基
準
が
65
秒

で
、
時
間
の
基
準
値
以
下
が
加
点
、

基
準
以
上
で
は
減
点
。
操
作
・
動

作
の
減
点
を
総
計
し
て
順
位
が
決

ま
り
ま
す
。

　
各
チ
ー
ム
と
も
、
日
々
の
鍛
錬

で
操
作
や
動
作
は
き
び
き
び
と
規

則
正
し
く
、
各
員
の
シ
ン
ク
ロ
し

た
動
き
に
感
心
し
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
日
頃
の
訓
練
の

成
果
と
実
力
発
揮
で
、
山
口
地
区

代
表
の
下
山
口
分
団
が
優
勝
し
ま

し
た
。
準
優
勝
は
大
社
分
団
、
そ

の
他
敢
闘
賞
や
個
人
賞
の
表
彰
の

後
、
西
宮
市
消
防
局
長
の
講
評
を

受
け
て
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
全
て
の
消
防
団
員
の
日
頃
の
鍛

錬
と
努
力
に
対
し
、
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

西宮市消防団消防操法大会 下山口分団優勝西宮市消防団消防操法大会 下山口分団優勝

マイペット、

公民館だより、

児童センターお知らせは

休みました。

秋の祭典 !！ 孝徳天皇の行列 参加者募集！秋の祭典 !！ 孝徳天皇の行列 参加者募集！

　奈良白鳳時代の華やかな衣装をまとった天皇、貴族、女官、巫女、伎楽師など、
さまざまな役に扮した参加者が、色鮮やかな衣装をまとった姿は圧巻。歴史絵巻が
目の前で展開！
　神輿と伝統楽器の演奏が登場、雅楽の演奏が行列を彩り、
厳かな雰囲気です。
　お祭りのワクワク感を一緒に楽しみましょう！
ルート：徳風会館→山ロセンター前→御旅所→公智神社

行列の見どころ

申し込み方法
後日、各学校へ募集要項を配布します。
　★開 催 日：10月 11 日（土曜日）※時間は追って連絡

　★場　　所：西宮市山口町
　★参 加 費：無料（衣装貸し出しあり）
　★応募方法：事前申し込みが必要（定員あり）
　★参加対象：小学生以上（親子参加OK！）

マメ知識
　孝徳天皇は、大化の改新を主導し、日本の政治体制を大きく改革したことで知られています。
孝徳天皇がこの地に立ち寄ったという伝承に基づき、地域の人々は天皇の行列を再現する
ことで、その歴史を今に伝えています。

孝徳帝行列

女
官
、巫
女
、伎
楽
師

み　  こ

ふん

みこし

ぎ　がく　し

自
治
会
・
そ
の
他
団
体

自
治
会
・
そ
の
他
団
体

  

役
員
情
報

役
員
情
報
（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

令
和
７
年
度
「
宮
っ
子
」

令
和
７
年
度
「
宮
っ
子
」

  

山
口
地
域
版
メ
ン
バ
ー

山
口
地
域
版
メ
ン
バ
ー
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家庭での生活が困難な60歳以上の方が低料金でサービスが受けられる

- - -問い合わせ

高台に立ち、絶景が望める空気のきれいなところ

広告

セントポーリア愛の郷
特別養護老人ホーム
社会福祉法人緑峯会入居者募集入居者募集

施設見学
大歓迎！

笑顔で対応します！
受付時間　9:00～17:00

078-907-1165（担当：西垣）
兵庫県西宮市山口町上山口 1584-1

食事がおいしい
（料理療法も盛んです）

● 特養 １１０床・ショートステイ 10床

● 全室個室 ： トイレ、洗面完備

● ユニット型 ： １０名程度のなじみのグループで生活
楽しい音楽療法、イベント充実
（音楽療法士３名が対応）

広告

や
ま
ぐ
ち
・
ト
ピ
ッ
ク
ス

や
ま
ぐ
ち
・
ト
ピ
ッ
ク
ス

石井市長有馬川さくらまつりは、多くの人でにぎわいました

野外ライブ 宮本だんじり上山口だんじり

4月10日　北六甲台小学校　入学式 4月10日　山口小学校　入学式

3
月
14
日
　
山
口
中
学
校
　
卒
業
証
書
授
与
式

4
月
22
日
　
山
口
中
学
校
　
校
外
学
習

�

E
X
P
O
2
0
2
5
大
阪
・
関
西
万
博

金仙寺だんじり

中野だんじり

名来だんじり

　「
第
21
回
有
馬
川
さ
く
ら
ま
つ

り
」
が
4
月
5
日
、
有
馬
川
緑
道

の
平
成
橋
か
ら
松
栄
橋
ま
で
の
間

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
催
は
山
口
・
北
六
甲
台
両
地

区
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
す
。
当

日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
11
時
の
開

催
前
に
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
て

い
ま
し
た
。

　
約
６
０
０
m
の
会
場
に
は
、
屋

台
、
ゲ
ー
ム
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
店
や
、

さ
く
ら
や
ま
な
み
楽
団
の
演
奏
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
披
露
な
ど
も
あ
り
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
ス
ト
リ
ー

ト
で
し
た
。

　
西
宮
市
制
１
０
０
周
年
記
念
行

事
と
し
て
、
4
月
20
日
に
だ
ん
じ

り
パ
レ
ー
ド
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

構
想
約
2
年
、
い
ろ
い
ろ
と
計
画

と
検
討
を
積
み
重
ね
て
実
施
に
至

り
ま
し
た
。

　
前
日
の
19
日
に
、
山
口
地
域
の

各
地
区
の
だ
ん
じ
り
を
低
床
ト

レ
ー
ラ
ー
に
積
み
込
み
、
浜
町
の

旧
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
の
駐
車
場
に

集
結
。
20
日
の
朝
８
時
の
開
会
式

の
た
め
、
6
時
か
ら
準
備
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
対
岸
に
地
域
の
居
場
所

「
つ
ど
い
場
ば
ん
ぶ
ー
」
も
開
か

れ
、
休
憩
所
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
し
た
。

　
平
成
橋
付
近
で
は
、
さ
く
ら
や

ま
な
み
バ
ス
の
ト
ミ
カ
製
ミ
ニ

チ
ュ
ア
モ
デ
ル
（
北
六
甲
台
小
学

校
の
６
年
生
が
ア
イ
デ
ア
を
提

供
）
が
販
売
さ
れ
、
行
列
が
で
き

て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
写
真
を

桜
を
バ
ッ
ク
に
撮
る
家
族
、
友
達

と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
買
い

物
や
散
歩
を
し
て
い
る
人
、
歩
き

疲
れ
て
公
園
で
休
む
人
、
楽
団
の

前
で
聴
き
入
る
人
な
ど
、
祭
り
を

み
ん
な
が
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
２
時
間
と
い
う
間
で
し
た
が
十

分
に
春
を
満
喫
し
た
時
間
で
し
た
。

数
16
基
で
す
。
招
待
の
大
阪
城
東

区
よ
り
鴫し

ぎ

野の

八や

劔つ
る
ぎ

神
社
の
2
基
。

山
口
公
智
神
社
は
金
仙
寺
、
名
来
、

中
野
、上
山
口
、
宮
本
（
下
山
口
）

の
計
5
基
。

１
号
の
交
差
点
を
優
雅
に
堂
々
と

渡
り
、
廣
田
神
社
の
参
道
を
抜
け

て
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
11
時
30
分
ご

ろ
に
宮
入
り
し
ま
し
た
。

ん
じ
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
市
の
だ
ん
じ
り

と
名
来
の
だ
ん
じ
り
は
同
系
列
の

布
団
太
鼓
（
舁か

き
だ
ん
じ
り
）
で

コ
ラ
ボ
し
、
同
時
に
並
ん
で
担
ぎ

上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
16
時
に
は
市
役
所
前
を
再
び
出

発
し
、
廣
田
神
社
に
到
着
。
19
時

か
ら
閉
会
の
た
め
、
石
井
市
長
と

廣
田
神
社
宮
司
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
西
宮
地
車
太
鼓
連
合
会
長
の

締
め
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

祝
西
宮
市
制
百
周
年
記
念

�
だ
ん
じ
り
パ
レ
ー
ド

　
旧
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
駐
車
場
の

開
会
式
会
場
で
石
井
登
志
郎
市
長

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
各
地
区
の

だ
ん
じ
り
は
一
路
、
廣
田
神
社
へ

向
け
て
え
い
行
し
ま
し
た
。

　
西
宮
市
制
１
０
０
周
年
記
念
行

事
に
参
加
し
た
だ
ん
じ
り
は
、
総

　
名
塩
八
幡
神
社
は
大
西
町
、
北

之
町
、
東
之
町
の
3
基
。
越
木
岩

神
社
の
2
基
。
西
宮
神
社
、
大お

お
市い

ち

八
幡
神
社
、
生な
ま
瀬ぜ

皇こ
う
太た
い
神
社
、
福ふ
く

應お
う

神
社
は
1
基
。

　
各
地
区
の
だ
ん
じ
り
は
交
通
量

の
多
い
国
道
43
号
、
2
号
、
１
７

　
各
地
区
の
参
加
者
全
員
が
拝
殿

前
に
集
合
し
、
代
表
者
が
玉た

ま
串ぐ

し
奉ほ

う

奠て
ん
で
安
全
祈
願
を
行
い
ま
し
た
。

　
昼
食
後
、
廣
田
神
社
か
ら
メ
イ

ン
会
場
の
市
役
所
に
向
け
て
14
時

に
出
発
。
宮
入
り
前
同
様
に
国
道

１
７
１
号
、
2
号
を
渡
っ
て
市
役

所
に
到
着
し
た
後
、
順
次
、
各
だ

　
終
了
後
、
19
日
の
逆
の
手
順
で

だ
ん
じ
り
の
飾
り
付
け
を
取
り
外

し
て
低
床
ト
レ
ー
ラ
ー
に
だ
ん
じ

り
を
積
み
込
み
、
一
路
帰
還
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
後
片
付
け
な

ど
を
含
め
る
と
、
実
に
23
時
を

回
っ
て
い
ま
し
た
。

　
山
口
地
域
の
各
だ
ん
じ
り
に
参

加
し
た
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

第
21
回 

有
馬
川

 

さ
く
ら
ま
つ
り
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家庭での生活が困難な60歳以上の方が低料金でサービスが受けられる

- - -問い合わせ

高台に立ち、絶景が望める空気のきれいなところ

広告

セントポーリア愛の郷
特別養護老人ホーム
社会福祉法人緑峯会入居者募集入居者募集

施設見学
大歓迎！

笑顔で対応します！
受付時間　9:00～17:00

078-907-1165（担当：西垣）
兵庫県西宮市山口町上山口 1584-1

食事がおいしい
（料理療法も盛んです）

● 特養 １１０床・ショートステイ 10床

● 全室個室 ： トイレ、洗面完備

● ユニット型 ： １０名程度のなじみのグループで生活
楽しい音楽療法、イベント充実
（音楽療法士３名が対応）

広告

や
ま
ぐ
ち
・
ト
ピ
ッ
ク
ス

や
ま
ぐ
ち
・
ト
ピ
ッ
ク
ス

石井市長有馬川さくらまつりは、多くの人でにぎわいました

野外ライブ 宮本だんじり上山口だんじり

4月10日　北六甲台小学校　入学式 4月10日　山口小学校　入学式

3
月
14
日
　
山
口
中
学
校
　
卒
業
証
書
授
与
式

4
月
22
日
　
山
口
中
学
校
　
校
外
学
習

�

E
X
P
O
2
0
2
5
大
阪
・
関
西
万
博

金仙寺だんじり

中野だんじり

名来だんじり

　「
第
21
回
有
馬
川
さ
く
ら
ま
つ

り
」
が
4
月
5
日
、
有
馬
川
緑
道

の
平
成
橋
か
ら
松
栄
橋
ま
で
の
間

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
催
は
山
口
・
北
六
甲
台
両
地

区
の
社
会
福
祉
協
議
会
で
す
。
当

日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
11
時
の
開

催
前
に
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
て

い
ま
し
た
。

　
約
６
０
０
m
の
会
場
に
は
、
屋

台
、
ゲ
ー
ム
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
店
や
、

さ
く
ら
や
ま
な
み
楽
団
の
演
奏
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
披
露
な
ど
も
あ
り
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
ス
ト
リ
ー

ト
で
し
た
。

　
西
宮
市
制
１
０
０
周
年
記
念
行

事
と
し
て
、
4
月
20
日
に
だ
ん
じ

り
パ
レ
ー
ド
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

構
想
約
2
年
、
い
ろ
い
ろ
と
計
画

と
検
討
を
積
み
重
ね
て
実
施
に
至

り
ま
し
た
。

　
前
日
の
19
日
に
、
山
口
地
域
の

各
地
区
の
だ
ん
じ
り
を
低
床
ト

レ
ー
ラ
ー
に
積
み
込
み
、
浜
町
の

旧
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
の
駐
車
場
に

集
結
。
20
日
の
朝
８
時
の
開
会
式

の
た
め
、
6
時
か
ら
準
備
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
対
岸
に
地
域
の
居
場
所

「
つ
ど
い
場
ば
ん
ぶ
ー
」
も
開
か

れ
、
休
憩
所
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
し
た
。

　
平
成
橋
付
近
で
は
、
さ
く
ら
や

ま
な
み
バ
ス
の
ト
ミ
カ
製
ミ
ニ

チ
ュ
ア
モ
デ
ル
（
北
六
甲
台
小
学

校
の
６
年
生
が
ア
イ
デ
ア
を
提

供
）
が
販
売
さ
れ
、
行
列
が
で
き

て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
写
真
を

桜
を
バ
ッ
ク
に
撮
る
家
族
、
友
達

と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
買
い

物
や
散
歩
を
し
て
い
る
人
、
歩
き

疲
れ
て
公
園
で
休
む
人
、
楽
団
の

前
で
聴
き
入
る
人
な
ど
、
祭
り
を

み
ん
な
が
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
２
時
間
と
い
う
間
で
し
た
が
十

分
に
春
を
満
喫
し
た
時
間
で
し
た
。

数
16
基
で
す
。
招
待
の
大
阪
城
東

区
よ
り
鴫し

ぎ

野の

八や

劔つ
る
ぎ

神
社
の
2
基
。

山
口
公
智
神
社
は
金
仙
寺
、
名
来
、

中
野
、上
山
口
、
宮
本
（
下
山
口
）

の
計
5
基
。

１
号
の
交
差
点
を
優
雅
に
堂
々
と

渡
り
、
廣
田
神
社
の
参
道
を
抜
け

て
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
11
時
30
分
ご

ろ
に
宮
入
り
し
ま
し
た
。

ん
じ
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
市
の
だ
ん
じ
り

と
名
来
の
だ
ん
じ
り
は
同
系
列
の

布
団
太
鼓
（
舁か

き
だ
ん
じ
り
）
で

コ
ラ
ボ
し
、
同
時
に
並
ん
で
担
ぎ

上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
16
時
に
は
市
役
所
前
を
再
び
出

発
し
、
廣
田
神
社
に
到
着
。
19
時

か
ら
閉
会
の
た
め
、
石
井
市
長
と

廣
田
神
社
宮
司
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
西
宮
地
車
太
鼓
連
合
会
長
の

締
め
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

祝
西
宮
市
制
百
周
年
記
念

�

だ
ん
じ
り
パ
レ
ー
ド

　
旧
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
駐
車
場
の

開
会
式
会
場
で
石
井
登
志
郎
市
長

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
各
地
区
の

だ
ん
じ
り
は
一
路
、
廣
田
神
社
へ

向
け
て
え
い
行
し
ま
し
た
。

　
西
宮
市
制
１
０
０
周
年
記
念
行

事
に
参
加
し
た
だ
ん
じ
り
は
、
総

　
名
塩
八
幡
神
社
は
大
西
町
、
北

之
町
、
東
之
町
の
3
基
。
越
木
岩

神
社
の
2
基
。
西
宮
神
社
、
大お

お
市い

ち

八
幡
神
社
、
生な
ま
瀬ぜ

皇こ
う
太た
い
神
社
、
福ふ
く

應お
う

神
社
は
1
基
。

　
各
地
区
の
だ
ん
じ
り
は
交
通
量

の
多
い
国
道
43
号
、
2
号
、
１
７

　
各
地
区
の
参
加
者
全
員
が
拝
殿

前
に
集
合
し
、
代
表
者
が
玉た

ま
串ぐ

し
奉ほ

う

奠て
ん
で
安
全
祈
願
を
行
い
ま
し
た
。

　
昼
食
後
、
廣
田
神
社
か
ら
メ
イ

ン
会
場
の
市
役
所
に
向
け
て
14
時

に
出
発
。
宮
入
り
前
同
様
に
国
道

１
７
１
号
、
2
号
を
渡
っ
て
市
役

所
に
到
着
し
た
後
、
順
次
、
各
だ

　
終
了
後
、
19
日
の
逆
の
手
順
で

だ
ん
じ
り
の
飾
り
付
け
を
取
り
外

し
て
低
床
ト
レ
ー
ラ
ー
に
だ
ん
じ

り
を
積
み
込
み
、
一
路
帰
還
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
後
片
付
け
な

ど
を
含
め
る
と
、
実
に
23
時
を

回
っ
て
い
ま
し
た
。

　
山
口
地
域
の
各
だ
ん
じ
り
に
参

加
し
た
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

第
21
回 

有
馬
川

 

さ
く
ら
ま
つ
り



（₁） （₄）　 　第374号 第374号令和₇年₇月₁日 令和₇年₇月₁日や ま ぐ ち や ま ぐ ち

下山口分団優勝（左：大西真弘団長）

第28回西宮市消防団消防操法大会開催

火点標的を倒す下山口分団

広告

発　行
山口地域コミュニテイ

編　集
宮っ子山口版
編集委員会

　
第
28
回
西
宮
市
消
防

団
消
防
操
法
大
会
が
3

月
9
日
、
9
時
か
ら
甲

子
園
浜
に
あ
る
西
宮
市

消
防
訓
練
施
設
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
山
口
地
区

代
表
の
下
山
口
分
団
が

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　
下
山
口
分
団
チ
ー
ム

を
構
成
す
る
5
人
は
、

指
揮
者
・
角
谷
健
二
朗

さ
ん
、
１
番
員
・
古
賀

宏
昭
さ
ん
、
２
番
員
・

作
田
昌
俊
さ
ん
、
３
番

員
・
松
本
大
典
さ
ん
、

４
番
員
・
下
野
晋
平
さ

ん
で
す
。

　
操
法
大
会
は
、
消
防

団
員
全
員
が
入
場
し
、

前
年
度
の
優
勝
チ
ー
ム

か
ら
優
勝
旗
が
返
還
さ

れ
、
消
防
団
長
の
訓
示
、

西
宮
市
長
の
激
励
あ
い

さ
つ
の
後
、
6
チ
ー
ム

で
操
法
を
競
い
ま
す
。

関
連
団
体
　会
長
名

【
山
口
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会
】

　
会
　
長
　
太
田
　
寿
長

　
副
会
長
　
井
田
　
佳
樹

　
会
　
計
　
梶
　
　
秦
享

【
山
口
町
自
治
会
連
合
会
】

　
会
　
長
　
太
田
　
寿
長

　
副
会
長
　
梶
　
　
秦
享

　
会
　
計
　
山
﨑
　
行
俊

【
名
　
来
】	

会
長
　
辻
　
英
一
郎

【
下
山
口
】	

会
長
　
太
田
　
寿
長

【
上
山
口
】	

会
長
　
梶
　
　
秦
享

【
中
　
野
】	

会
長
　
山
﨑
　
行
俊

【
金
仙
寺
】	

会
長
　
籔
　
　
武
司

【
船
　
坂
】	

会
長
　
山
﨑
　
辰
治

【
北
六
甲
台
】	

会
長
　
義よ

し
間ま

恵
里
子

【
す
み
れ
台
】	

会
長
　
井
田
　
佳
樹

【
上
山
口
東
】	

会
長
　
盛
田
　
幸
恵

【
香
花
園
】	

会
長
　
小
形
　
克
浩

【
中
野
奥
畑
】	

会
長
　
木
山
　
義
典

【
新
中
野
】	

会
長
　
落
合
　
　
正

【
連
合
老
人
会
】

　
会
　
長
　
兼
信
　
正
法

【
連
合
福
寿
会
】

　
会
　
長
　
国
田
　
順
三

　
参
加
し
た
消
防
分
団
は
各
地
区

代
表
の
6
分
団
で
す
。
出
場
順
に

鳴
尾
地
区
が
鳴
尾
中
分
団
、
本
庁

南
地
区
が
用
海
分
団
、
本
庁
北
地

区
が
大
社
分
団
、
山
口
地
区
が
下

山
口
分
団
、
瓦
木
地
区
が
上
甲
子

園
分
団
、
甲
東
地
区
が
段
上
分
団

で
す
。

　
消
防
操
法
は
、
火
災
消
火
を
想

定
し
た
基
本
操
作
の
訓
練
で
す
。

消
防
訓
練
に
お
け
る
基
本
的
な
器

具
操
作
や
動
作
の
方
法
を
定
め
、

北
六
甲
台
地
区

　
　
編 

集 

長	

西
口
　
育
宏

下
山
口
地
区

　
　
副
編
集
長	

下
平
尾
守
裕

山
口
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会

　
　
監
　
　
査	

本
田
　
　
智

名
来
地
区	

秦
野
美
保
子

船
坂
地
区	

野
口
　
　
進

山
口
町
徳
風
会	

坂
本
　
幸
隆

山
口
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

	
長
谷
川
寛
治

北
六
甲
台
小
学
校
P
T
A

	

森
畑
　
な
み

山
口
中
学
校
P
T
A

	

塩
見
　
聖
子

消
火
設
備
装
置
の
正
確
運
用
と
敏

速
な
動
作
を
習
得
す
る
た
め
の
訓

練
で
す
。

　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
で
水
利
水

槽
か
ら
吸
水
す
る
と
と
も
に
、ホ
ー

ス
を
3
本
伸
ば
し
て
放
水
し
、
火

点
標
的
を
倒
す
ま
で
の
タ
イ
ム
と

ホ
ー
ス
や
筒
先
な
ど
の
器
具
の
取

り
扱
い
に
よ
り
優
劣
を
競
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ス
の
第
1
線
が
火
点
標
的

を
倒
す
時
間
の
基
準
が
55
秒
、
第

2
線
の
延
長
消
火
の
基
準
が
65
秒

で
、
時
間
の
基
準
値
以
下
が
加
点
、

基
準
以
上
で
は
減
点
。
操
作
・
動

作
の
減
点
を
総
計
し
て
順
位
が
決

ま
り
ま
す
。

　
各
チ
ー
ム
と
も
、
日
々
の
鍛
錬

で
操
作
や
動
作
は
き
び
き
び
と
規

則
正
し
く
、
各
員
の
シ
ン
ク
ロ
し

た
動
き
に
感
心
し
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
日
頃
の
訓
練
の

成
果
と
実
力
発
揮
で
、
山
口
地
区

代
表
の
下
山
口
分
団
が
優
勝
し
ま

し
た
。
準
優
勝
は
大
社
分
団
、
そ

の
他
敢
闘
賞
や
個
人
賞
の
表
彰
の

後
、
西
宮
市
消
防
局
長
の
講
評
を

受
け
て
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
全
て
の
消
防
団
員
の
日
頃
の
鍛

錬
と
努
力
に
対
し
、
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

西宮市消防団消防操法大会 下山口分団優勝西宮市消防団消防操法大会 下山口分団優勝

マイペット、

公民館だより、

児童センターお知らせは

休みました。

秋の祭典 !！ 孝徳天皇の行列 参加者募集！秋の祭典 !！ 孝徳天皇の行列 参加者募集！

　奈良白鳳時代の華やかな衣装をまとった天皇、貴族、女官、巫女、伎楽師など、
さまざまな役に扮した参加者が、色鮮やかな衣装をまとった姿は圧巻。歴史絵巻が
目の前で展開！
　神輿と伝統楽器の演奏が登場、雅楽の演奏が行列を彩り、
厳かな雰囲気です。
　お祭りのワクワク感を一緒に楽しみましょう！
ルート：徳風会館→山ロセンター前→御旅所→公智神社

行列の見どころ

申し込み方法
後日、各学校へ募集要項を配布します。
　★開 催 日：10月 11 日（土曜日）※時間は追って連絡

　★場　　所：西宮市山口町
　★参 加 費：無料（衣装貸し出しあり）
　★応募方法：事前申し込みが必要（定員あり）
　★参加対象：小学生以上（親子参加OK！）

マメ知識
　孝徳天皇は、大化の改新を主導し、日本の政治体制を大きく改革したことで知られています。
孝徳天皇がこの地に立ち寄ったという伝承に基づき、地域の人々は天皇の行列を再現する
ことで、その歴史を今に伝えています。

孝徳帝行列

女
官
、巫
女
、伎
楽
師

み　  こ

ふん

みこし

ぎ　がく　し

自
治
会
・
そ
の
他
団
体

自
治
会
・
そ
の
他
団
体

  
役
員
情
報

役
員
情
報
（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

令
和
７
年
度
「
宮
っ
子
」

令
和
７
年
度
「
宮
っ
子
」

  

山
口
地
域
版
メ
ン
バ
ー

山
口
地
域
版
メ
ン
バ
ー


